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クロスメディアを総合力でプロデュースする

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

好評
発売中

会
い
た
か
っ
た
。
奥
田
愛
基
（
あ
き
）
さ
ん
に
会
い
た

く
て
、
母
校
ま
で
行
っ
た
。

安
保
関
連
法
案
に
抗
議
の
声
を
あ
げ
、
国
会
前
で
大
規

模
な
学
生
デ
モ
を
牽
引
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
の
活
動
が
注

目
さ
れ
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
奥
田
さ
ん
が

明
治
学
院
大
学
の
後
輩
だ
と
知
っ
た
と
き
は
嬉
し
く
な
っ

た
。愛

が
基
本

ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
好
感
の
持
て
る
青
年
だ
っ
た
。

温
厚
で
冷
静
な
語
り
口
。
教
条
的
な
と
こ
ろ
な
ど
、
微
塵

も
な
か
っ
た
。
覚
悟
の
上
で
動
く
「
個
」
が
社
会
を
変
え

る
と
信
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
分
と
違
う
考
え
を
排
除

し
た
り
、
や
み
く
も
に
異
を
唱
え
た
り
は
し
な
い
。
愛
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
愛
が
基
本
」、
い

い
名
前
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
。

１
９
９
２
年
、
福
岡
生
ま
れ
。
奥
田
愛
基
と
い
う
人
間

を
創
り
上
げ
た
背
景
に
は
、
父
の
影
響
が
大
き
い
。
父
は

三
〇
年
近
く
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
世
話
を
し
て
き
た
。「
朝

起
き
る
と
、
知
ら
な
い
人
が
家
に
い
て
、
新
し
い
家
族
だ

よ
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
」
と
奥
田
さ
ん
は
、
苦
笑
す
る
。

牧
師
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
も
務
め
、
人
の
た
め
に

生
き
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。「
ま
る
で
男
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
か
ら
、
う
っ
と
う
し
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
よ
（
笑
）」。

中
学
で
イ
ジ
メ
に
あ
い
不
登
校

に
な
り
、
ネ
ッ
ト
検
索
で
調
べ
た

沖
縄
の
離
島
・
鳩
間
島
の
中
学
へ
、

自
ら
の
意
志
で
転
校
し
た
。
島
根

の
全
寮
制
の
高
校
も
自
分
で
選
ん

で
決
め
た
。
明
治
学
院
大
学
入
学

後
も
、
休
学
し
て
カ
ナ
ダ
や
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
を
旅
し
て
、
同
世
代
と
、
政
治
や
平
和
を
語
り

合
っ
た
。

人
生
の
節
目
節
目
で
考
え
続
け
て
き
た
。「
自
分
か
ら

積
極
的
に
考
え
た
と
い
う
よ
り
、
時
代
的
に
こ
う
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」。

シ
ー
ル
ズ
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
自
身

で
も
変
わ
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
以
前
の
自
分
は
社

会
運
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
人
を
、「
賛
成
と
反
対

の
人
が
い
る
の
に
、
一
つ
の
意
見
を
主
張
し
続
け
る
の
は

ど
う
だ
ろ
う
」
と
冷
め
た
目
で
見
て
い
た
。「
で
も
、
そ

う
や
っ
て
評
論
家
気
ど
り
で
い
て
も
、
現
実
に
は
何
の
影

響
も
与
え
な
い
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
イ
エ
ス
と
い
う
意

見
が
あ
る
と
知
っ
た
上
で
、
自
分
は
ノ
ー
と
い
う
意
見
を

言
お
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

そ
れ
に
は
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
ら
、
人
に
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
す
る
自
分

が
い
た
。
で
も
、
何
か
を
言
っ
た
ら
批
判
を
受
け
る
の
は

当
然
だ
と
考
え
た
ら
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
ナ
イ
ー
ブ

だ
っ
た
自
分
が
少
し
タ
フ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

正
解
は
一
つ
じ
ゃ
な
い
。
大
事
な
の
は
、
考
え
る
こ
と

だ
。
〇
や
×
、
あ
る
い
は
△
に
意
見
が
分
か
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
。
原

発
や
特
定
秘
密
保
護
法
の
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
否

両
論
あ
る
が
、
世
論
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
現
内
閣
の

支
持
率
は
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
。
み
ん
な
が
み
ん
な
、

い
ま
の
ま
ま
で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
で
も
真
剣
に

考
え
る
人
が
少
な
い
せ
い
か
、
な
ん
と
な
く
進
ん
で
い
っ

て
い
る
の
が
い
ま
の
政
治
の
状
況
だ
。「
投
票
率
も
低
い

し
、
政
治
的
な
セ
オ
リ
ー
で
い
く
と
、
参
加
す
る
人
が
少

な
く
な
る
と
民
主
主
義
っ
て
劣
化
す
る
ん
で
す
よ
ね
」。

と
は
い
え
、
い
つ
も
い
つ
も
政
治
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
漫
画
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
も
読
む
し

バ
イ
ト
に
も
行
く
。「
日
常
生
活
っ
て
シ
ー
ム
レ
ス
な
ん

で
す
よ
。
ゼ
ロ
か
一
〇
〇
か
じ
ゃ
な
く
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
ア
ニ
メ
の
こ
と
を
考
え
る
の
と
並
行
し
て
、
政
治
の

こ
と
を
少
し
考
え
る
時
間
が
あ
っ
て
も
い
い
。
ず
っ
と
考

え
て
い
る
必
要
は
な
い
け
ど
、
む
し
ろ
一
〇
〇
％
考
え
な

い
と
い
う
ほ
う
が
不
自
然
だ
と
思
い
ま
す
」。「
僕
ら
は
ま

じ
め
一
本
や
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
活
動
も

続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
す
べ
て
を
賭

け
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
授
業
の
単
位
や
就
活
も
大

事
。
デ
モ
の
途
中
で
『
じ
ゃ
あ
僕
、
こ
れ
か
ら
バ
イ
ト
な

ん
で
帰
り
ま
ー
す
』
と
言
え
ば
、『
お
お
、が
ん
ば
っ
て
～
』

と
み
ん
な
で
送
り
出
し
ま
す
か
ら
（
笑
）」。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

現
代
社
会
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
人
が
多
い
か
ら
、
党

派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
デ
モ
が
広
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
デ
モ
の
ス
タ
イ
ル
も
、
ラ
ッ
プ
を
入
れ
た
り
音
楽
を

流
し
た
り
、
昔
と
は
違
う
。
ア
ジ
テ
ー
タ
口
調
の
「
わ
れ

わ
れ
は
～
！
」は
禁
句
に
し
た
。「
僕
と
君
は
違
う
人
間
で
、

考
え
方
は
み
ん
な
違
う
か
ら
、話
す
と
き
は
「
僕
、私
、俺
」

の
一
人
称
に
し
よ
う
と
決
め
た
ん
で
す
。
演
説
っ
ぽ
く
す

る
と
上
か
ら
目
線
に
感
じ
る
か
ら
、
普
通
に
話
そ
う
と
」。

「
デ
モ
＋
学
生
＋
政
治
＝
ヤ
バ
い
奴
ら
」
み
た
い
な
見

方
を
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い

と
思
っ
た
の
だ
。
み
ん
な
が
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を
考
え
た
。

ま
さ
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。「
伝
え
る
努
力
を

し
な
い
と
、
受
け
取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
僕
自
身
は
み

ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
る
調
整
役
で
し
た
。
法
案
に
対
す

る
言
葉
一
つ
と
っ
て
も
『
廃
案
』
か
『
修
正
』
か
で
、
意

見
が
分
か
れ
ま
す
。
違
う
意
見
を
み
ん
な
が
ど
こ
ま
で
許

容
で
き
て
、
ど
ん
な
方
向
に
も
っ
て
い
く
か
と
い
う
調
整

が
必
要
で
し
た
」。

去
年
９
月
、
参
議
院
特
別
委
員
会
の
公
聴
会
で
の
話
は

評
判
を
呼
ん
だ
。「
与
党
の
議
員
の
中
で
も
葛
藤
し
て
い

る
人
は
い
た
と
思
う
の
で
、
政
治
家
で
あ
る
前
に
た
っ
た

一
人
の
個
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、
戦
後
七
〇
年
、
自
民
党
は
安
保
法
制
で
個
別
的
自
衛

権
は
認
め
て
ほ
し
い
が
、
集
団
的
自
衛
権
は
認
め
ら
れ
な

い
と
言
い
続
け
て
き
た
ん
で
す
。
当
選
回
数
の
多
い
古
参

の
自
民
党
議
員
は
そ
こ
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

だ
か
ら
個
に
立
ち
返
っ
て
、
も
う
一
度
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
」
結
果
的
に
党
の
方
針
で
賛
成
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
人
も
い
た
と
思
う
が
、
一
人
の
個
人
と
し
て
考

え
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

今
年
３
月
、
大
学
を
卒
業
し
た
が
、
当
面
は
、
去
年

12
月
に
結
成
し
た
政
策
提
言
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
Ｒ
ｅ
Ｄ

Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
リ
デ
モ
ス
）」
の
活
動
が
中
心
に
な
り
そ
う

だ
。
代
表
理
事
と
し
て
、
立
憲
主
義
を
擁
護
す
る
リ
ベ

ラ
ル
な
政
治
、
自
由
な
個
人
が
相
互
に
認
め
合
う
リ
ス

ペ
ク
ト
政
治
、
自
由
で
民
主
的
な
社
会
を
支
え
る
政
策

ア
イ
デ
ア
を
刷
新
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
政
治
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
く
。

参
議
院
選
挙
で
も
、
名
前
を
連
呼
し
た
り
、
政
党
側

の
主
張
を
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
有
権
者
に
伝
わ
り
や
す

い
や
り
方
や
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し

ば
ら
く
、
奥
田
愛
基
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

村
上
信
夫

213

 
た
っ
た
一
人
の
個
で
あ
っ
て
ほ
し
い

〜
奥

田

愛

基
さ
ん
〜　

撮影・鶴崎燃



第 321 号

（
５
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
平
成
28
年
度
常
滑
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

及
び
遺
族
大
会
・
六
日
㈬　

開
場　

午
前
九

時
五
分　

開
会　

午
前
十
時
（
～
正
午
）　

関

係
者　

問
合
せ　

常
滑
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
43
─
０
６
６
０
（
山
下
）

▼
第
35
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
十
日

㈰　

開
場　

午
後
一
時
半　

開
演　

同
二

時
（
～
同
四
時
）
入
場
無
料　

問
合
せ　

常

滑
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ズ　

☎
43
─

５
２
４
４
（
関
）

▼
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
知
多
地
区
大

会　

中
学
校
Ａ
編
成
の
部
・
二
十
四
日
㈰　

開
場　

午
前
九
時
半　

開
演　

同
十
時
（
～

午
後
五
時
）　

入
場
料　

五
百
円　

問
合
せ　

愛
知
県
小
中
学
校
吹
奏
楽
連
盟
知
多
支
部　

☎
35
─
２
３
７
５
（
常
滑
中
学
校　

滝
塚
）

▼
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
知
多
地
区
大

会　

中
学
校
Ｂ
編
成
の
部
・
二
十
六
日
㈫　

開
場　

午
後
0
時
半　

開
演　

同
一
時
（
～

同
四
時
半
）　

入
場
料　

五
百
円　

問
合
せ　

愛
知
県
小
中
学
校
吹
奏
楽
連
盟
知
多
支
部　

☎
35
─
２
３
７
５
（
常
滑
中
学
校　

滝
塚
）

▼
常
滑
市
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
・

二
十
九
日
㈮　

開
場　

午
前
九
時
五
分　

開

演　

同
九
時
半
（
～
午
後
四
時
）　

入
場
無
料

　

問
合
せ　

常
滑
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎

43
─
０
６
６
０
（
山
下
）

▼
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大

会
・
三
十
一
日
㈰　

開
場　

午
前
九
時
半　

開
演　

同
十
時
（
～
同
四
時
半
）　

入
場
料　

八
百
円　

問
合
せ　

愛
知
県
小
中
学
校
吹
奏

楽
連
盟
知
多
支
部　

☎
35
─
２
３
７
５
（
常

滑
中
学
校　

滝
塚
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
鴨
展
（
写
真
、画
、陶
芸
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
）・
三
日
㈰
～
十
五
日
㈮

▼
全
日
写
連
常
滑
支
部
写
真
展
（
写
真
、フ
ィ

ル
ム
、
デ
ジ
カ
メ
）・
十
六
日
㈯
～
二
十
七
日

㈬◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展
「
陶
製
墓
標
～
陶
に
込
め
た
祈
り
」

展
・
二
日
㈯
〜
八
月
二
十
八
日
㈰

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
全
知
多
小
中
学
校
卓
球
大
会
・
二
日
㈯

▼
常
滑
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
交

歓
大
会
・
三
日
㈰

▼
ふ
る
さ
と
の
歌
・
踊
り
講
習
会
・
六
日
㈬

▼
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
カ
ッ
プ
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
・
九
日
㈯

▼
常
滑
市
ス
ポ
レ
ッ
ク
大
会
・
十
日
㈰

▼
市
民
タ
ス
ポ
ニ
ー
大
会
・
十
七
日
㈰

▼
知
多
地
方
中
学
校
卓
球
大
会
・
二
十
一
日

㈭
・
二
十
二
日
㈮

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
二
十
四

日
㈰

▼
夏
季
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
・
三
十

日
㈯

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

三
十
一
日
㈰

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
協
賛
公
開
講
座　

常
滑
ま
ち
歌
舞
伎
子
ど
も
教
室
入
門
講
座
・

二
十
一
日
、
八
月
四
日
（
全
二
回
・
木
曜
日
）

午
後
七
時
～　

内
容　

歌
舞
伎
の
セ
リ
フ
・

所
作
・
踊
り
を
学
び
ま
す　

講
師　

西
川
富

幾
さ
ん
（
西
川
流
師
範
）
場
所　

中
央
公
民

館　

学
習
室
二
（
二
階
）　

定
員　

二
十
名

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
参
加
費　

無

料　

持
ち
物　

浴
衣
、
羽
織
、
足
袋
又
は
靴

下　

あ
れ
ば
扇
、
水
分
補
給
用
の
お
茶　

申

込
み
期
限　

二
十
日
㈬　

申
込
み
先　

生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
中
央
公
民
館
（
☎
35
─

６
３
１
１
）
※
申
込
み
者
が
五
名
以
下
の
場

合
は
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
川
幾
子　

☎
34
─
５
９
９
５

▼
夏
休
み
子
ど
も
創
作
教
室
・
二
十
七
日
㈬

　

午
前
十
時
～
正
午　

内
容　

木
片
を
使
っ

て
、「
木
工
ア
ー
ト
」
を
作
り
ま
す　

講
師　

文
化
協
会
子
ど
も
の
絵
の
会
員　

場
所　

中

央
公
民
館　

美
術
工
作
室
（
二
階
）　

定
員　

二
十
四
名
（
先
着
）
対
象　

小
学
生　

参
加

費　

二
百
円
（
材
料
費
、
当
日
集
金
）　

持
ち

物　

筆
記
用
具
、
色
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
セ
ッ
ト
、

新
聞
紙　

二
枚
、
持
ち
帰
り
用
袋
、
水
筒　

申
込
み
期
間　

十
二
日
㈫
～
十
三
日
㈬　

申

班
日
記
か
ら

ハ
チ
グ
ル
ー
プ
（
２
／
10
㈭
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｗ
男

二
・
三
時
間
目
、
理
科
で
二
ま

い
と
六
ま
い
と
ど
っ
ち
が
よ
く

回
る
か
と
い
う
じ
っ
け
ん
を
や

っ
た
。
ぼ
く
は
二
ま
い
の
方
が

よ
く
回
る
と
思
っ
た
。
で
も
、

六
ま
い
の
方
が
よ
く
回
っ
た
。

な
ぜ
か
、
理
科
は
実
験
の
方
が

お
も
し
ろ
い
。

※
そ
う
だ
ね
、
実
験
は
お
も
し

　

ろ
い
よ
ね
。
な
ぜ
、
六
ま
い
の

　

方
が
よ
く
回
る
の
か
、
わ
か
っ

　

た
か
な
あ
。

ジ
ョ
ー
ズ
（
２
／
12
㈯
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｋ
女

先
生
が
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

み
ん
な
は
、
け
っ
こ
ん
式
に
行

っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
で
も
、

い
な
い
間
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生

が
来
た
。
中
で
も
松
田
先
生
が

一
番
こ
わ
か
っ
た
。

※
い
な
い
土
曜
日
が
続
く
と
、
み

　

ん
な
が
心
配
し
て
い
ろ
い
ろ
と

　

想
像
を
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が

　

た
い
な
。

天
才
バ
カ
ボ
ン
（
２
／
14
㈪
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
・
Ｓ
男

三
時
間
目
に
う
わ
じ
ま
の
お
み

や
げ
を
、
先
生
が
ぼ
く
た
ち
に

一
つ
ず
つ
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
の
は
ん
は
、
よ
く
ば
っ
て

大
き
い
の
を
と
り
ま
し
た
。
先

生
は
「
小
さ
い
方
が
う
ま
い
」

と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
ぼ
く
は

大
き
い
方
が
と
く
だ
と
思
い
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
小

さ
い
方
よ
り
大
き
い
方
が
大
き

い
か
ら
で
す
。

※
朝
礼
で
み
ん
な
の
元
気
な
顔
を

見
て
安
心
し
た！

そ
れ
に
み

ん
な
が
宇
和
島
か
ら
の
お
み
や

げ
を
「
う
ま
い
、
う
ま
い
」
と

言
っ
て
う
ま
そ
う
に
食
べ
て
く

れ
る
み
ん
な
の
顔
を
見
て
、
う

れ
し
か
っ
た
な
あ
。
大
き
い
も

の
も
い
い
け
ど
、
小
さ
い
の
も

う
ま
い
ん
だ
よ
。

時
計
く
ん
（
２
／
25
㈮
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
・
Ｋ
男

20
分
放
課
に
「
八
の
字
」
を
し

ま
し
た
。
男
子
の
円
が
小
さ
い

の
で
す
ぐ
に
つ
か
ま
り
ま
し
た
。

終
わ
り
の
方
に
な
っ
た
ら
、
男

子
が
大
き
い
円
の
方
に
か
わ
り

ま
し
た
。

※
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
円
を
書

　

い
て
い
た
ね
。そ
し
て
、な
か
よ

　

く
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
ね
。

先
生
の
誕
生
日
会（
２
／
28
㈪
）

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｙ
女

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（244）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度　

三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

㈠
は
じ
め
に

◎
喜
寿
を
迎
え
て

　

私
は
、
今
年
の
５
月
22

日
に
、
喜
寿
を
迎
え
ま
し

た
。
77
歳
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

こ
ん
な
に
長
く
生
き
る

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

誕
生
日
の
朝
、
私
は
、

急
に
末
川
博
著
『
彼
の

歩
ん
だ
道
』（
岩
波
新
書
）

が
読
み
た
く
な
り
、
学
生

時
代
に
京
都
で
買
っ
た
本

を
本
棚
か
ら
取
り
出
し
ま

し
た
。

　

表
紙
の
カ
バ
ー
の
裏
に
、

本
の
内
容
が
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
山
口
の
農
村
に
生
ま

れ
、
田
園
の
な
か
で
過
ご

し
た
幼
年
時
代
か
ら
、
多

感
な
中
学
時
代
、『
何
の

た
め
に
生
き
る
の
か
』
に

つ
い
て
悩
み
ぬ
い
た
三
高

時
代
、
そ
し
て
意
欲
に
燃

え
勉
学
に
明
け
暮
れ
た
京

都
大
学
で
の
学
生
時
代
ま

で
を
、
明
治
大
正
期
の
風

俗
を
お
り
ま
ぜ
て
描
き
出

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
自
伝
。

　

京
大
事
件
な
ど
波
乱
の

多
い
学
者
生
活
に
つ
い
て

の
回
想
『
教
学
十
話
』
を

付
す
」

　

私
は
、
今
か
ら
50
年

以
上
前
に
、
こ
の
本
を
読

み
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
、

京
大
の
文
学
部
の
学
生

で
、
鴨
川
沿
い
の
民
家
に

下
宿
し
て
い
ま
し
た
。
大

学
の
授
業
に
興
味
を
失

い
、
下
宿
で
好
き
な
本
を

読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
夕
方
に
な
る
と
、
近

く
の
京
都
御
所
に
散
歩
に

行
き
ま
し
た
。
下
宿
か
ら

広
い
御
所
に
行
く
に
は
幾

つ
か
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
時
々
、
私
は
立
命
館

大
学
の
前
を
通
っ
て
御
所

に
行
き
ま
し
た
。
末
川
博

は
、
そ
の
立
命
館
大
学
で

長
い
間
総
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
彼
は
、
高
名
な

法
律
学
者
で
あ
り
、
教
育

に
も
深
い
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
中
で
、
彼
は
、

自
ら
唱
え
て
い
た
「
人
生

三
分
論
」
に
つ
い
て
、
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。「
一

日
二
十
四
時
間
を
三
分
し

て
、
八
時
間
は
眠
り
、
八

時
間
は
働
き
、
八
時
間
は

自
分
の
た
め
に
使
う
。
こ

れ
が
い
ち
お
う
の
人
間
の

一
日
の
生
き
方
だ
と
し
て
、

さ
ら
に
こ
れ
を
人
間
の

一
生
に
あ
て
は
め
て
み
る
。

か
り
に
人
生
七
十
五
年
と

す
れ
ば
、
最
初
の
二
十
五

年
間
は
だ
い
た
い
人
の
世

話
に
な
っ
て
一
人
前
に
し

て
も
ら
う
期
間
で
あ
り
、

つ
ぎ
の
二
十
五
年
間
は
世

の
中
で
何
か
奉
仕
し
て
働

く
期
間
で
あ
り
、
最
終
の

二
十
五
年
間
は
、
自
分
の

た
め
に
、
自
分
の
好
む
と

こ
ろ
と
適
す
る
と
こ
ろ
に

従
っ
て
使
う
こ
と
の
で
き

る
期
間
で
あ
る
」

　

私
は
、
今
、
77
歳
で
す
。

末
川
博
の
「
人
生
三
分

論
」
に
従
っ
て
、
私
自
身

の
人
生
を
三
分
し
て
み
る

と
、
最
初
の
時
期
は
、
25

歳
で
終
わ
ら
ず
に
、
35
歳

ま
で
続
き
ま
し
た
。「
人

の
世
話
に
な
っ
て
一
人
前

に
し
て
も
ら
う
時
期
」
が
、

一
般
の
人
よ
り
も
10
年
も

長
か
っ
た
の
で
す
。

　

小
学
校
の
教
諭
と
い

う
定
職
に
就
い
た
の
が
35

歳
で
し
た
。
25
歳
の
時
は
、

ま
だ
大
学
生
の
身
分
で
、

大
学
に
も
行
か
ず
、
将

来
の
計
画
も
立
て
ら
れ
ず
、

一
日
一
日
を
ぶ
ら
ぶ
ら
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

35
歳
で
小
学
校
の
教
師

に
な
り
、
60
歳
ま
で
働
き

ま
し
た
。「
世
の
中
で
何

か
奉
仕
し
て
働
く
時
期
」

は
末
川
博
の
考
え
と
同
じ
、

ち
ょ
う
ど
25
年
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
60
歳
で
定
年

退
職
し
て
か
ら
17
年
間
、

最
終
の
期
間
を
過
ご
し
て

き
て
い
ま
す
。
最
初
の
期

間
が
10
年
も
長
か
っ
た
た

め
、
こ
の
最
終
の
期
間
は
、

ま
だ
25
年
が
経
過
し
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
齢

は
、
75
歳
を
２
年
も
越
え

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
◎
取
り
上
げ
る
作
品
た
ち

　

私
が
こ
れ
か
ら
書
こ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
今

ま
で
に
出
会
っ
た
作
品
に

つ
い
て
で
す
。

　

人
と
の
出
会
い
も
そ
う

で
す
が
、
作
品
の
場
合
に

も
、
運
命
的
な
出
会
い

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
時
に
、
そ

の
後
の
人
生
を
大
き
く
変

え
て
し
ま
う
よ
う
な
作
品

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ど
ん
な
時
に
、
ど
ん
な

作
品
に
出
会
い
、
ど
ん
な

影
響
を
受
け
た
か
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
小
さ
な
精
神
史
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
他
の
人

が
読
ん
で
面
白
い
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

点
が
不
安
で
す
が
、
自
分

の
過
去
を
振
り
返
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

私
が
取
り
上
げ
る
作
品

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
人

が
い
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
取
り
上
げ
る

作
品
を
、
こ
れ
か
ら
読
ん

だ
り
、
観
た
り
、
聴
い
た

り
し
て
み
よ
う
と
思
う
人

が
出
て
く
る
な
ら
、
こ
れ

ま
た
非
常
に
幸
い
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
作
品
を
取

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

⑴
森
鴎
外
『
山
椒
大
夫
』

⑵
黒
澤
明
『
七
人
の
侍
』

⑶
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

　
『
罪
と
罰
』

⑷
ブ
ラ
ー
ム
ス

　
『
交
響
曲
第
４
番
』

⑸
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

　
『
読
書
に
つ
い
て
』

⑹
梶
井
基
次
郎

　
『
城
の
あ
る
町
に
て
』

⑺
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

　
『
二
人
の
友
』

⑻
織
田
作
之
助
『
蛍
』

⑼
作
者
・
編
者
不
祥

　
『
堤
中
納
言
物
語
』

⑽
ニ
イ
ル

　
『
問
題
の
子
ど
も
』

⑾
唐
木
順
三
『
良
寛
』

⑿
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト

　
『
自
伝
』

⒀
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

　
『
交
響
曲
第
九
番
』

⒁
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

　
『
放
蕩
息
子
の
帰
宅
』

⒂
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』

⒃
夏
目
漱
石
『
草
枕
』

⒄
北
斎『
富
嶽
三
十
六
景
』

◎
私
と
い
う
人
間

　

私
は
、昭
和
14
年（
１
９

３
９
）
５
月
22
日
に
碧
南

市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
地

元
の
小
学
校
、
中
学
校
を

卒
業
し
て
、
刈
谷
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
、
１
年
間

浪
人
を
し
て
、
昭
和
34
年

４
月
に
京
都
大
学
文
学
部

に
入
り
ま
し
た
。
語
学
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
フ
ラ

ン
ス
文
学
を
専
攻
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

３
年
の
夏
休
み
が
終
わ

る
頃
か
ら
登
校
拒
否
が

始
ま
り
、
普
通
な
ら
４
年

で
卒
業
す
る
と
こ
ろ
を
７

年
も
か
か
っ
て
卒
業
し
ま

し
た
。
定
職
に
就
き
た
く

な
か
っ
た
の
で
、
郷
里
に

戻
っ
て
、
家
で
小
さ
な
英

語
塾
み
た
い
な
も
の
を
開

き
ま
し
た
。
中
学
生
や
高

校
生
に
英
語
を
教
え
な
が

ら
、
翻
訳
を
し
た
り
、
テ

レ
ビ
の
番
組
制
作
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
学
時
代
の
友
人
の
紹

介
で
相
手
が
見
つ
か
り
、

29
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
。

何
か
定
職
に
就
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
ま
し

た
。
小
学
校
の
先
生
が
い

い
と
思
い
、
31
歳
の
時
に

愛
知
教
育
大
学
を
受
験

し
て
、
運
よ
く
合
格
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
３
人
の

子
持
ち
大
学
生
と
し
て
の

生
活
を
送
っ
て
か
ら
、
35

歳
で
西
尾
市
の
小
学
校
の

教
師
に
な
り
ま
し
た
。
25

年
間
、
教
師
と
し
て
働
き
、

60
歳
で
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
、
77
歳

に
な
り
ま
し
た
。

（１）
杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品

大学時代（御所にて）

７月に入り、夏休みも待ち遠しいですね。
食べ盛りのお子さんにも喜んでもらえる我が家の定番。

もちろんビールもすすみますよ～♪

パーティーぎょうざ簡単！

材
料

（ぎょうざ皮50枚）
　⎛合びき肉…200g
　⎜白菜…1/4カットの葉4～5枚
　⎜　（よく洗ってから細かく刻みひとつまみの塩で
Ⓐ⎜　  よくもみ、しっかり水気をきる。
　⎜　 さらにキッチンペーパーで包んで水気をとる。）
　⎜酒…大さじ１強、砂糖…小さじ２、
　⎝ごま油…小さじ２、白ねぎ…½本（細かく刻む）
Ⓑ片栗粉……大さじ2
Ⓒ餃子の皮…50枚
Ⓓサラダ油…大さじ2
Ⓔ水（ぎょうざが1/3浸る位）
Ⓕサラダ油もしくはゴマ油…大さじ１

◦フライパンはフッ素加工したものがよい。
◦焼くまでの間、皮と皮がくっつかない様に小麦粉か片栗粉をバットや平らな皿に敷いておく。
①ビニール袋にⒶを入れ空気を抜くように袋の上からよくもむ。
②①の中にⒷを加え、さらによくもむ→平らにして冷蔵庫で20分冷やす。
③ビニール袋の四隅を切り落として５等分に分けて１本を10等分にして、皮に具をのせ、

皮の縁に水をつけ、ヒダをつけながら包む→用意しておいたバットに並べ乾燥しない様
ラップをし焼く前まで冷蔵庫で保存する。

④フライパンにⒹを入れ、中火にかけて、③をかざぐるまの様に並べ
る。焼色がついたらⒺを注ぎ入れ、フライパンにふたをして水分がな
くなるまで焼く。

⑤④のふたを取り、フライパンをゆすって全体が動いたらⒻを入れてカリッと焼く。
⑥お好みのぎょうざのタレでお召し上がり下さい。

作
り
方

残りは冷蔵庫
（食中毒予防）

10等分に分ける
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※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

（３）　平成28年７月１日 第 335 号

　

姪
の
就
職
2

　

舞
は
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
た
。
健
太
郎
は
逝
っ
た
が
、
安
心

し
て
見
守
れ
る
通
り
に
な
っ
た
で
は
な
い
か
、
と
真
三
は
舞
の
横

顔
を
遠
目
に
見
な
が
ら
思
っ
た
。
や
が
て
真
三
は
壁
に
掛
け
ら
れ

て
い
る
時
計
を
見
や
り
な
が
ら
早
足
で
舞
に
近
づ
い
て
行
っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
出
か
け
よ
う
か
」

「
は
い
」

　

二
人
は
受
付
で
お
礼
を
言
っ
て
病
院
を
後
に
し
た
。

　

海
に
近
い
の
で
、心
地
よ
い
風
を
二
人
は
感
じ
て
い
た
。ク
ル

マ
に
戻
っ
た
真
三
は
す
ぐ
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
。ゆ
っ
く
り
ク
ル

マ
を
出
口
に
向
け
て
走
ら
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
渥
美
半
島
に
渡
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
い

ま
フ
ェ
リ
ー
は
航
行
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
高
速
道
路
を

通
っ
て
戻
ろ
う
と
思
う
が
、
い
い
か
い
」

「
は
い
」

　

真
三
は
美
浜
Ｉ
Ｃ
に
向
け
て
ク
ル
マ
を
走
ら
せ
た
。

　

裕
美
に
は
夕
方
、
名
古
屋
駅
の
近
く
の
建
て
替
え
ら
れ
た
大
名

古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
に
着
く
と
事
前
に
連
絡
し
て
お
い
た
。
裕
美
は

早
目
に
家
を
出
て
指
定
さ
れ
た
新
装
ビ
ル
の
カ
フ
ェ
Ｄ
で
店
内

に
置
か
れ
た
雑
誌
を
見
な
が
ら
待
つ
こ
と
に
し
た
。
到
着
時
間
が

わ
か
っ
た
ら
携
帯
で
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
裕
美
は
久

し
ぶ
り
に
名
古
屋
駅
に
出
か
け
た
が
、
髙
島
屋
が
あ
る
側
は
一
段

と
明
る
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
大
名
古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
に
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
店
も
多
く
、
シ
ャ
レ
た
雰
囲
気
の
近
代
ビ
ル
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
。

　

真
三
と
舞
の
二
人
は
し
ば
ら
く
車
内
で
は
沈
黙
を
保
っ
て
い

た
。
真
三
は
裕
美
に
連
絡
す
る
こ
と
を
到
着
一
〇
分
前
に
し
よ
う

と
運
転
に
集
中
し
て
い
た
。
舞
は
イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
を
は
っ
き

り
母
親
に
伝
え
よ
う
と
改
め
て
思
い
巡
ら
し
て
い
る
風
で
あ
っ

た
。

「
舞
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
あ
と
一
〇
分
で
名
古
屋
駅
に
着
く
と
携

帯
に
か
け
て
く
れ
る
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

　

舞
は
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
い
る
携
帯
を
取
り
出
し
、
母
親
に
か
け

た
。

「
お
母
さ
ん
、
あ
と
一
〇
分
で
着
き
ま
す
。
五
時
半
ご
ろ
に
な
り

ま
す
。
夕
食
？
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

「
叔
父
さ
ま
、
夕
食
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
と
母
が
聞
い
て
い
ま

す
」

「
夕
食
は
自
宅
へ
戻
っ
て
食
べ
る
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」

　

舞
は
再
び
携
帯
で
裕
美
に
伝
え
た
。

「
わ
か
り
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
あ
り
が
と
う
。
今
日
は
お
母
さ
ん
と
二
人
で
ゆ
っ
く
り
話
を

さ
れ
た
方
が
い
い
で
す
よ
。
連
休
、
舞
さ
ん
が
出
発
す
る
日
に

お
母
さ
ん
と
空
港
へ
見
送
り
に
行
く
つ
も
り
で
す
。
そ
の
時
、

ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

ク
ル
マ
は
大
名
古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
の
地
下
の
駐
車
場
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
入
っ
た
。
二
人
は
エ
レ
ベ
ー
タ
―
で
５
Ｆ
の
カ

フ
ェ
に
向
か
っ
た
。

　

カ
フ
ェ
に
入
る
と
雑
誌
か
ら
目
を
上
げ
た
裕
美
が
に
こ
や
か

な
表
情
で
二
人
に
向
か
っ
て
軽
く
会
釈
を
し
た
。

「
本
日
は
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
食
事
の
方
は
い
い
の
で
す
か
」

「
は
い
、
お
二
人
で
ゆ
っ
く
り
話
し
合
い
な
が
ら
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
」

　

テ
ー
ブ
ル
に
氷
水
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
が
二
つ
追
加
さ
れ
た
。
女

子
店
員
が
注
文
を
待
っ
た
。

「
な
に
か
飲
も
う
か
」

　

舞
と
真
三
は
コ
ー
ヒ
ー
と
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ

注
文
し
た
。

「
長
く
待
た
せ
ま
し
た
か
」

「
い
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
店
を
の
ぞ
い
て
、
さ
き
ほ
ど
着
き
ま

し
た
」

「
こ
の
ビ
ル
も
す
っ
か
り
変
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
そ
う
で
す
ね
。
全
体
に
若
者
向
け
の
印
象
で
す
ね
」

「
こ
の
ビ
ル
は
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
着
工
、
六
五
年
に
完
成
、

躍
動
を
続
け
る
名
古
屋
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
名
を
つ
け
よ

う
と
大
名
古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
と
命
名
し
た
の
で
す
。
屋
上
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
も
多
く
の
人
で
賑
や
か
で
し
た
。
旧
館
を
一
二
年

に
閉
館
、
翌
年
に
新
築
着
工
し
ま
し
た
」

「
一
五
年
秋
に
完
成
し
た
の
で
す
ね
」

「
そ
う
で
す
」

「
名
古
屋
が
元
気
そ
う
に
見
え
ま
す
ね
」

「
そ
う
で
す
ね
。
舞
さ
ん
を
一
日
中
、
引
っ
張
り
回
し
ま
し
た
の

で
疲
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

「
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
」

と
舞
は
う
つ
む
き
加
減
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

真
三
は
今
日
、
巡
っ
た
知
多
半
島
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
な
が

ら
報
告
し
た
。
た
だ
、
舞
が
イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

舞
に
任
せ
よ
う
と
、
あ
え
て
加
え
な
か
っ
た
。
裕
美
も
と
く
に
質

問
を
し
な
か
っ
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
終
え
た
真
三
は
請
求
書
を
持
っ
て
、
二
人
に

挨
拶
し
て
出
口
に
向
か
っ
た
。
二
人
は
真
三
が
抜
け
た
テ
ー
ブ
ル

に
い
て
し
ば
ら
く
沈
黙
の
時
間
が
流
れ
た
。

「
舞
も
疲
れ
た
で
し
ょ
う
。
ど
こ
か
で
食
事
を
し
て
帰
ろ
う
」

「
…
」

「
髙
島
屋
の
中
の
洋
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
よ
う
か
」

「
え
え
」

　

二
人
は
真
三
の
出
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
し
て
カ
フ
ェ
を
後
に
し

た
。

「
名
古
屋
に
出
て
く
る
の
、
舞
も
久
し
ぶ
り
で
し
ょ
う
」

「
そ
う
ね
、
半
年
ぶ
り
だ
と
思
う
」

「
さ
す
が
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ね
。
人
が
多
い
よ
」

「
そ
う
ね
。
で
も
大
学
の
あ
る
京
都
は
毎
日
が
お
祭
り
を
や
っ
て

い
る
か
と
思
う
ほ
ど
、
人
、
そ
れ
も
世
界
か
ら
や
っ
て
く
る
人

で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
」

「
京
都
ね
。
お
母
さ
ん
も
し
ば
ら
く
行
っ
て
い
な
い
な
」

「
今
度
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
っ
た
ら
、
遊
び
に
き
た
ら
…
」

「
そ
う
ね
。
秋
の
京
都
も
い
い
だ
ろ
う
ね
」

　

二
人
は
徒
歩
五
分
程
度
の
距
離
に
そ
び
え
立
つ
髙
島
屋
の
エ

レ
ベ
ー
タ
前
で
待
っ
た
。

「
こ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
一
度
来
た
か
っ
た
の
」

「
い
い
わ
ね
」

　

幸
い
、
時
間
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
席
が
空
い
て
い
た
の

で
、
二
人
は
す
ぐ
に
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
さ
れ
た
。
水
の
入
っ
た
グ

ラ
ス
を
運
ん
で
き
た
女
性
は
二
人
の
前
に
メ
ニ
ュ
ー
を
広
げ
て

置
い
て
、「
お
決
ま
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
」と
言
い
残
し
て
離
れ
た
。

「
何
、
食
べ
る
？
」

「
ハ
ン
バ
ー
グ
に
す
る
わ
」

「
お
母
さ
ん
は
チ
キ
ン
に
す
る
。
そ
れ
と
サ
ラ
ダ
を
と
ろ
う
か
」

「
い
い
ね
」

「
舞
も
成
人
式
を
迎
え
た
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
は
い
い
の
で
し
ょ

う
」

「
も
う
大
学
の
コ
ン
パ
で
飲
ま
さ
れ
て
い
る
よ
」

「
そ
れ
な
ら
飲
め
る
の
ね
。
ワ
イ
ン
に
し
よ
う
か
」

「
い
い
わ
」

　

裕
美
は
店
員
に
手
を
上
げ
て
注
文
し
た
。
し
ば
ら
く
沈
黙
の
時

間
が
流
れ
た
が
、
裕
美
が

「
知
多
半
島
で
の
叔
父
さ
ん
と
の
話
、
ど
う
だ
っ
た
」
と
、
静
か

に
口
火
を
切
っ
た
。

「
叔
父
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
の
に
驚
い

た
」

「
そ
ら
、
ご
商
売
し
て
い
た
か
ら
お
客
さ
ん
も
多
い
こ
と
だ
し
、

知
り
合
い
も
結
構
、
い
る
と
い
う
話
で
す
よ
」

「
商
売
を
止
め
ら
れ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
お
持
ち

な
ん
で
す
ね
」

「
そ
う
。
舞
は
姪
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
思
い
が
あ
っ
て
、
話
さ
れ

た
の
と
違
う
」

「
や
は
り
弟
だ
か
ら
お
父
さ
ん
の
こ
と
が
忘
れ
な
い
の
だ
と
思

う
」

「
と
く
に
仲
が
良
か
っ
た
か
ら
、
話
し
た
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

「
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」

　

ワ
イ
ン
が
運
ば
れ
て
き
た
。
二
人
は
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
乾
杯
し

な
が
ら
グ
ラ
ス
を
合
わ
せ
た
。

「
こ
の
レ
ッ
ド
、
お
い
し
い
ね
」

「
お
母
さ
ん
、
ワ
イ
ン
、
わ
か
る
の
？
」

　

舞
は
微
笑
み
を
見
せ
た
。

「
お
父
さ
ん
に
時
々
、
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
し
、
最
近
、
家

で
も
た
ま
に
寝
る
前
に
一
口
飲
ん
で
床
に
入
る
の
で
、
多
少
は

わ
か
る
の
」

「
そ
う
な
の
」

　

二
人
は
し
ば
ら
く
食
事
に
集
中
し
た
の
か
、
黙
し
て
口
に
運
ん

だ
。
裕
美
は
ど
う
切
り
出
そ
う
か
と
逡
巡
し
た
が
、
ワ
イ
ン
を
一

口
飲
ん
で
口
を
開
い
た
。

「
叔
父
さ
ん
、イ
ン
ド
に
行
く
こ
と
に
つ
い
て
、ど
う
言
わ
れ
た
の
」

「
い
ろ
い
ろ
情
報
を
集
め
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
」

「
賛
成
し
た
の
」

「
賛
成
と
い
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
、

イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
に
反
対
で
は
な
い
と
思
う
し
、
ダ
メ
と
も

言
わ
れ
な
か
っ
た
」

「
女
の
子
一
人
で
イ
ン
ド
へ
行
く
危
険
に
つ
い
て
話
さ
れ
な

か
っ
た
の
」

「
行
き
先
は
先
輩
の
す
す
め
で
イ
ン
ド
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と

い
わ
れ
る
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
州
都
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
行
く

予
定
だ
と
話
し
た
。
休
み
を
利
用
し
て
現
地
の
事
情
を
知
る
た

め
に
中
部
国
際
空
港
か
ら
成
田
空
港
を
経
て
イ
ン
ド
航
空
で

バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
空
港
に
向
か
う
こ
と
を
話
し
た
。
空
港
へ
は
先

輩
が
ク
ル
マ
で
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
」

「
そ
れ
だ
け
」

「
ま
だ
情
報
が
十
分
、
集
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
後
の
こ
と

は
こ
れ
か
ら
な
の
」

　

舞
は
、「
大
学
は
と
り
あ
え
ず
休
学
し
て
現
地
で
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
て
語
学
の
特
訓
を
受
け
る
」
と
い

う
こ
と
は
裕
美
に
話
さ
な
か
っ
た
。

「
目
的
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
」

「
叔
父
さ
ん
の
友
人
も
現
地
大
学
に
知
り
合
い
が
い
る
の
で
い

ろ
い
ろ
聞
い
て
く
れ
る
そ
う
な
の
」

写真：名古屋駅前の風景（著者撮影）

『新・現代家庭考』 就職
─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治
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樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
二
回
生
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

ま
る
ま
る
太
っ
た
「
甘
々
娘
」

本
当
に
う
ま
そ
う
！
デ
ス
。

◯
◯
娘
◯
◯
小
町
「
ヘ
キ
ナ
ン
美
人
」な
ど
な
ど

作
物
の
う
ま
そ
う
な
も
の
は
、

ど
う
や
ら
女
性
名
詞
の
よ
う
デ
ス
ネ
。

名
付
け
親
が
男
性
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
う
ま
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
え
。

元
祖
「
カ
ン
カ
ン
娘
」の
高
峰
秀
子
さ
ん
の

映
画
は
幼
い
頃
観
ま
し
た
。

あ
の
歌
の
歌
い
易
さ
は
彼
女
の
キ
ー
に
合
わ
せ
て

低
く
作
曲
さ
れ
た
せ
い
と
か
・
女
王
ひ
ば
り
は

何
を
歌
っ
て
も
本
当
に
う
ま
い
！
デ
ス
。

食
べ
て
も
歌
っ
て
も
カ
ン
カ
ン
娘
は

最
高
の
よ
う
で
す
。

御
句
に
も
笑
い
ま
し
た
　
こ
れ
も
ま
た
う
ま
い
！

暑
さ
に
負
け
ず
お
元
気
で
　
乱
筆
多
謝
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ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　

鈴　

有
美
子  

さ
ん

　

バ
リ
島
の
友
人
宅
の
窓
か
ら
覗
く

景
色
は
開
放
的
。
友
人
が
暮
ら
す
バ
リ

島
は
の
ん
び
り
と
し
て
い
て
、
海
か
ら

の
風
は
心
地
い
い
。
こ
の
友
人
と
の
出

逢
い
で
鈴
さ
ん
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
感

心
を
引
く
こ
と
に
な
る
。
友
人
と
は
馬

が
合
い
、
気
が
置
け
な
い
仲
と
な
っ
た
。

も
う
、
25
年
の
付
き
合
い
に
な
る
。

　

友
人
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
や

芸
術
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
一
つ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ろ
う
け
つ
染
め
の
布

地
の
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
」
は
、
そ
の
図
案

の
美
し
さ
が
気
に
入
っ
た
。
次
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
銅
鑼
や
鍵
盤
打
楽
器
に
よ

る
合
奏
の
ガ
ム
ラ
ン
音
楽
は
、
即
興
的

に
奏
で
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
す

ぐ
に
気
に
入
っ
た
。
も
う
一
つ
、
神
様

に
奉
納
す
る
踊
り
と
い
わ
れ
る
、
バ
リ

舞
踊
は
一
瞬
で
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
人
目
を
引
く
衣
装
も
化
粧
も
華
や

か
で
美
し
い
。
バ
リ
舞
踊
の
美
し
さ
と

感
情
は
鈴
さ
ん
に
と
っ
て
特
別
な
も
の

だ
っ
た
。
踊
っ
て
い
る
と
、
次
第
に
透

明
に
な
っ
て
き
て
、
自
分
が
無
に
な
れ

る
と
い
う
。
今
で
も
、
定
期
的
に
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
バ
リ
無
踊
を
披
露
し
て
い

る
。
大
好
き
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
携
わ

れ
る
こ
と
が
楽
し
い
と
、
い
う
。

　

鈴
さ
ん
は
30
年
前
、
骨
董
市
で
バ

テ
ィ
ッ
ク
と
出
合
う
。
も
う
、
二
度
と

出
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、

引
き
寄
せ
ら
れ
る
ま
ま
に
購
入
し
た
。

柄
は
ジ
ャ
ワ
島
の
王
族
の
紋
章
だ
っ
た
。

　

華
や
か
な
色
使
い
で
染
め
ら
れ
た
バ

テ
ィ
ッ
ク
は
、
人
の
心
を
打
つ
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
美
し
く
滑
ら
か
な
曲

線
で
描
か
れ
た
花
、
蝶
、
鳥
、
舟
、
刀

剣
な
ど
の
模
様
は
、
地
方
に
よ
っ
て
柄

も
色
使
い
も
違
う
。
そ
し
て
、
時
に
1

枚
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
1
枚
の
絵
画
の
よ

う
に
見
え
る
。
こ
の
1
枚
に
託
し
た
職

人
の
思
い
に
感
動
を
覚
え
る
と
、
鈴
さ

ん
は
話
す
。
今
、
鈴
さ
ん
は
そ
の
思
い

を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
バ
テ
ィ
ッ
ク

を
仲
間
に
広
め
て
い
る
。

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
で
作
っ
た
洋
服
を
さ

ら
り
と
着
て
し
ま
う
友
人
も
い
る
。
バ

テ
ィ
ッ
ク
が
好
き
で
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に

ず
ら
っ
と
並
べ
て
い
る
友
人
も
い
る
。

素
敵
と
思
う
も
の
は
必
ず
理
由
が
あ
る

か
ら
、
一
人
で
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
美
し

さ
を
知
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
「
バ

テ
ィ
ッ
ク
も
大
好
き
、
バ
リ
舞
踊
も
大

好
き
、
で
も
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
そ
の
も
の
が
大
好
き
な
ん
だ
」
と
、

鈴
さ
ん
は
話
す
。

　

鈴
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
を
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
な
人
生
と
い
う
。
私
は
、

そ
ん
な
鈴
さ
ん
の
退
屈
じ
ゃ
な
い
人
生

に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
る
。　
　
　
　

　

 　
　
　
　
　
　
　

  

（
赤
井 

伸
衣
）

込
み
・
問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局

　

☎
35
─
２
９
２
０
（
火
・
水
・
金
曜
日　

午
前
十
時
～
午
後
四
時
）

◎
青
海
公
民
館

▼
矢
田
万
歳
講
座
・
九
日
・
二
十
三
日
・
八

月
二
十
七
日
、
九
月
十
日
・
二
十
四
日
、
十

月
八
日
・
二
十
二
日
（
全
土
曜
日
）
午
後

一
時
半
～
同
三
時
半　

内
容　

門
付
け
、
御

殿
萬
歳
の
練
習　

対
象　

中
学
生
以
上　

講

師　

矢
田
万
歳
保
存
会　

場
所　

青
海
公
民

館　

和
室
一
・
二　

参
加
費　

無
料　

申
込

み
期
限　

八
日
㈮　

申
込
み
・
問
合
せ　

矢

田
万
歳
保
存
会　

長
屋
博
美　

☎
０
９
０
─

８
８
６
５
─
４
９
９
５

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
第
２
期　

申
込
み　

一
日

㈮
～
十
日
㈰
に
同
館
へ

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
１
『
さ
く
ら
ん
ぼ
』　

日
程

　

八
月
二
十
三
日
～
十
一
月
八
日
の
火
曜
日
・

全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時

半　

内
容　
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
～
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
親
子
で
身
体
を
動
か
そ
う
～　

対

象　

お
お
む
ね
二
歳
～
就
園
前
の
子
ど
も
と

そ
の
親
（
二
人
一
組
）
講
師　

青
木
ア
ツ
子

さ
ん　

定
員　

二
十
八
組
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）
参
加
費　

親
子

一
組
二
千
六
百
円
（
十
回
分
・
託
児
希
望
の

方
は
別
に
一
人
二
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
２
『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
』

　

日
程　

八
月
十
八
日
～
十
一
月
十
七
日
の

木
曜
日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～

同
十
一
時
半　

内
容　
「
親
子
で
ア
イ
デ
ア
体

創
」
～
身
体
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
～　

対

象　

お
お
む
ね
二
歳
～
就
園
前
の
子
ど
も
と

そ
の
親
（
二
人
一
組
）
講
師　

井
筒
京
子
さ

ん　

定
員　

二
十
八
組
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）
参
加
費　

親
子
一

組
二
千
六
百
円
（
十
回
分
・
託
児
希
望
の
方

は
別
に
一
人
二
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
３
『
あ
ひ
る
の
親
子
』　

日

程　

八
月
五
日
～
十
一
月
十
八
日
の
金
曜
日
・

全
十
五
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～
同
十
一

時
半　

内
容
「
元
気
な
子
（
親
）・
病
気
し
な

い
子
（
親
）・
け
が
し
な
い
子
（
親
）」
～
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う

～　

対
象　

二
十
九
年
度
に
就
園
を
迎
え
る

子
ど
も
と
そ
の
親
（
二
人
一
組
）
講
師　

サ

ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属
員　

定
員　

三
十
五
組

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）

参
加
費　

親
子
一
組
三
千
百
円
（
十
五
回
分
・

託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人
三
千
八
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
４
『
キ
ッ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ク
ラ
ブ
』　

日
程　

八
月
十
七
日
～
十
一

月
二
日
の
水
曜
日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前

十
時
～
同
十
一
時　

内
容　

親
子
が
遊
び
や

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む　

講
師　

竹
本
マ
リ
ビ
ッ
ク
さ
ん　

対
象　

お
お
む
ね

二
歳
～
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親
（
二
人

一
組
）
定
員　

十
組
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
参
加
費　

一
組
四
千
六
百
円

▼
創
作
工
作　

①
「
ふ
ね
Ａ
（
パ
タ
パ
タ
）」

②
「
ふ
ね
Ｂ
（
ス
ク
リ
ュ
ー
）」　

・
一
日
㈮

～
三
十
一
日
㈰　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内
容　

ゴ
ム
・
ス
ク
リ
ュ
ー
を
動
力
に
し
て

走
る
木
の
船
を
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

①

一
個
百
円
②
一
個
三
百
円

▼
季
節
工
作
「
水
族
館
」　

・
一
日
㈮
～

三
十
一
日
㈰　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内

容　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
作
っ
た
魚
や
海
の
生

き
物
を
板
に
貼
り
、
石
や
セ
ロ
ハ
ン
な
ど
で

飾
り
、
水
族
館
を
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

一
個
百
円　

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び
「
マ
ー
ブ
リ
ン

グ
」・
十
二
日
㈫
〜
三
十
一
日
㈰　

午
前
九
時

〜
午
後
五
時　

内
容　

糊
を
溶
か
し
た
水
の

上
に
イ
ン
ク
を
落
と
し
、
流
れ
る
イ
ン
ク
模

様
を
布
に
写
し
て
染
め
ま
す
。　

材
料
費　

一
枚
六
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び
「
や
さ
い
の
ハ
ン
コ
」・
十
二

日
㈫
～
三
十
一
日
㈰　

午
前
九
時
～
午
後
五

時　

内
容　

地
染
め
し
た
布
に
野
菜
を
ハ
ン

コ
に
し
、
布
に
押
し
て
染
め
ま
す
。　

材
料

費　

一
枚
二
百
円
～

▼
草
木
染
「
藍
染
」・
十
二
日
㈫
～
十
四
日
㈭

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

藍
染
を

楽
し
み
ま
す
。
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
、

抜
染
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。　

材
料
費

　

一
枚
四
百
円
〜　

三
十
枚
限
定
。
糊
置
き

の
場
合
は
糊
代
が
別
途
必
要
。

▼
な
つ
あ
き
工
作
・
一
日
㈮
〜
十
月
三
十
日

㈰　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
九
月
か
ら
は

午
後
四
時
半
ま
で
）　

内
容　

プ
ラ
バ
ン
、
す

な
え
、
タ
イ
ル
ア
ー
ト
、
小
麦
粉
粘
土
、
ワ

ク
ワ
ク
め
い
ろ
、
ビ
ー
玉
ゲ
ー
ム
Ⅱ
、
木
の

ま
ん
げ
鏡
、
木
の
電
車
、
貯
金
箱
ほ
か
。　

そ
の
他　

材
料
費
が
必
要

▼
こ
ど
も
未
来
館
な
つ
ま
つ
り
・
二
十
四
日

㈰　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で　

内
容　

な
つ
ま
つ
り
工
作
、
ひ
み
つ
の
草
む
ら
探
検
、

鳴
子
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
こ
ど
も
体
創
、

ラ
イ
ブ
か
み
し
ば
い
＆
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、

こ
ど
も
合
唱
、、朝
市
、昼
の
星
の
観
望
会
（
晴

天
時
）、
焼
き
菓
子
・
ポ
ン
菓
子
・
だ
ん
ご
・

う
ど
ん
な
ど
の
販
売
、
ク
リ
マ
＆
フ
リ
マ
市

な
ど　

参
加
費　

無
料
（
工
作
は
有
料
）　

＊

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、
な
つ
ま
つ
り
工

作
は
二
十
三
日
㈯
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

こ
ど
も
未
来
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
下
村
紀
江
―
ち
く
ち
く
展
―
・
八
日
㈮
～

十
八
日
㈪
㈷　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
伊
藤
千
穂
・
野
田
里
美
―
二
人
展
―
・

二
十
二
日
㈮
〜
八
月
一
日
㈪　

午
前
九
時
〜

午
後
五
時
半　

無
料

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
笑
福
猫
舎
展
・
～
八
月
二
日
㈫　

午
前
九

時
～
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
～
十
九
日
㈫　

午

前
九
時
～
午
後
五
時

▼
産
地
野
菜
と
お
菓
子
展
・
二
十
一
日
㈭
～

二
十
六
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
二
十
八
日
㈭
～
八

月
九
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
柴
山
庄
山
陶
展
・
一
日
㈮
～
十
三
日
㈬

▼
竹
内
淑
浩
・
文
子　

二
人
展
・
十
五
日
㈮

～
二
十
七
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
写
真
展
（
武
豊
写
友
会
）・
十
五
日
㈮
ま
で

▼
親
子
で
調
べ
る
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
・
十

日
㈰　

午
後
二
時
～
同
四
時
半　

定
員
二
十

組(

小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者)　
参
加
費

　

無
料

▼
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

名
古
屋
芸
術

大
学)

・
十
七
日
㈰　

午
後
七
時
～

▼
自
由
研
究
お
助
け
マ
ン
が
や
っ
て
く
る
！
・

二
十
二
日
㈮
・
二
十
六
日
㈫
・
二
十
七
日
㈬

　

午
前
十
時
～
正
午

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
七
日
・
十
四
日
・

二
十
一
日
・
二
十
八
日
各
㈭　

午
後
一

時
半
～
同
四
時
半　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知

多
ネ
ッ
ト　

鈴
木　

☎
７４
―
０
１
２
５

▼
そ
ば
打
ち
教
室
・
八
日
㈮
・
九
日
㈯　

各
十
時
～
午
後
一
時　

定
員
十
名　

参
加
費

千
七
百
円(

材
料
費
を
含
む)

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
九
日
・

二
十
三
日
各
㈯　

午
後
一
時
半
～
同
四
時

　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

田
中　

☎
０
９
０
―
２
６
１
２
―
１
９
９
０

▼
親
業
体
験
！
学
習
会　

批
判
し
な
い
で　

共
感
的
に
話
を
聞
く
練
習
を
す
る　

日
常
生

活
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と　

困
っ
て
い
る
事

な
ど
自
由
に
話
し
合
う
・
十
二
日
㈫　

講
師

　

親
業
訓
練
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

参
加
費　

千
円　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク

ル　
　

稲
葉
☎

７２
―
７
１
３
８　

※
当
日
参

加
自
由

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
自
主
性
を
育
て
る

に
は
？
」
子
育
て
に
関
す
る
学
習
会
と
質
疑

応
答
・
十
二
日
㈫　

午
前
十
時
～
正
午　

参
加
費　

無
料　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育

研
究
会　

山
下　

☎
７２
―
１
９
０
２　

※

参
加
自
由
・
子
ど
も
連
れ
Ｏ
Ｋ

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
”
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
で
ホ
ッ
と
一
息
“
・
十
四
日
㈭　

午
前
十
時
半
〜
正
午　

講
師　

N
P
O
法

人　

Sm
iley Dream

　

参
加
費　

百
円

▼
新
聞
読
み
方
マ
ス
タ
ー
教
室(

新
聞
を

読
む
と　

伝
え
る
力
、
読
み
取
る
力
が
育

ち
ま
す　

読
み
方
の
コ
ツ
を
学
ん
で　

新

聞
に
書
き
込
み
し
な
が
ら
家
族
で
楽
し
く

読
み
ま
し
ょ
う)

・
二
十
三
日
㈯　

午
前
十

時
～
同
十
一
時
半　

講
師　

高
木
恵
美
子

さ
ん　

定
員　

十
組(

小
学
四
年
生
以
上

と
そ
の
保
護
者　

祖
父
母
や
兄
弟
の
参
加

Ｏ
Ｋ)　
参
加
費　

二
百
円

▼
男
性
料
理
教
室
・
二
十
三
日
㈯　

午
前

十
時
～
午
後
一
時　

定
員　

三
十
名　

参
加

費　

三
百
円　

申
込
み
要

▼
み
ん
な
で
歌
お
う
！
講
座
・
二
十
七
日
㈬
・

八
月
十
日
㈬　

各
午
前
十
時
～
同
十
一
時
半

　

講
師　

田
島
洋
美
さ
ん　

定
員　

三
十
六

名　

参
加
費　

二
百
円
／
回　

申
込
み
要

◎
武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教
室
☆
初
級
・
二
日

㈯
・
三
日
㈰
・
十
七
日
㈰
・
十
八
日
㈪
㈷

　

各
午
前
十
時
～
午
後
四
時
半
計
四
回　

定

員　

七
名
／
回　
　

(

小
学
生
四
年
生
以
上)

参
加
費　

無
料

▼
天
体
望
遠
鏡
製
作
教
室　

九
日
㈯　

午

前
十
時
～
正
午　

定
員　

二
十
名(

小
学
三

年
生
以
上)　
参
加
費
二
千
円　

定
員
に
達

し
ま
し
た

▼
星
空
観
測
会　

月
と
木
星
が
大
接
近
！
・

九
日
㈯　

午
後
七
時
半
～
同
八
時
半　

参

加
費
無
料　

※
雨
天
中
止

▼
平
成
二
十
八
年
度
武
豊
町
青
少
年
健
全
育

成
推
進
町
民
大
会
・
第
六
十
六
回
武
豊
町
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
・
十
三
日

㈬　

午
前
十
時
～
正
午

▼
福
寿
大
学
③
図
書
館
活
用
講
座
～
あ
な
た

の
好
奇
心
を
応
援
し
ま
す
～
・
十
五
日
㈮

　

午
前
十
時
～
正
午　

講
師　

武
豊
町
立
図

書
館
職
員
さ
ん　

参
加
費　

無
料　

武
豊
町

内
の
六
十
歳
以
上
の
方

▼
か
ら
く
り
工
作
教
室
・
三
十
日
㈯
・

三
十
一
日
㈰　

各
午
後
一
時
〜
同
五
時　

定
員　

十
四
名（
小
学
四
年
生
〜
六
年
生
）

　

参
加
費　

千
円

◎
長
尾
児
童
館

▼
水
遊
び
・
二
十
六
日
㈫
～
三
十
一
日
㈰　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
四
十
五
分
・
午
後

一
時
～
同
三
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
工
作
を
し
よ
う
・
三
十
日
㈯
・
三
十
一
日

(

日)　
各
午
後
一
時
半
～
同
三
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
工
作
を
し
よ
う
・
二
十
三
日
㈯　

午
前
十

時
半
～
正
午

◎
富
貴
児
童
館

▼
水
遊
び
・
三
十
日
㈯
・
三
十
一
日
㈰　

午

前
十
時
半
～
同
十
一
時
四
十
五
分
・
午
後
一

時
～
同
三
時　

※
四
児
童
館
共
通
行
事

▼
笹
に
願
い
事
を
飾
ろ
う
・
一
日
㈮
～
七
日

㈭　

午
前
十
時
半
～
午
後
四
時
半

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
観
測
会
・
八
日
㈮　

午
後

七
時
半
～
同
九
時　

定
員　

三
組
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
）　

参
加
費
千
八
十
円
／
組

▼
七
月
の
星
見
会　
「
土
星
・
金
星
・
木
星
の

三
惑
星
と
月
」
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！
・
九
日
㈯　

午
後
七
時
半

～
同
九
時　

参
加
費　

大
人　

三
百
円　

小
人

　

二
百
円　

定
員　

六
十
名(

小
学
生
以
上)

▼
夏
の
企
画
展
「SKY DREAM

 PROJECT

」

～
空
に
思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
～
飛
行
機
の

す
べ
て
・
十
六
日
㈯
～
九
月
四
日
㈰

▼
夏
休
み
の
星
見
会「
ア
ン
タ
レ
ス(

さ
そ
り
座)

に
近
づ
い
た
火
星　

有
名
な
赤
色
比
べ
を
楽
し

も
う
」・
三
十
日
㈯　

午
後
七
時
半
～
同
九
時

▼JAXA

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
～
は
ば
た

け
！
エ
ア
ー
プ
レ
ー
ン
ズ
～(

空
力
翼
艇
を

作
っ
て
飛
ぶ
仕
組
み
を
学
ぼ
う
！)

・
三
十
日

㈯　

小
学
校
低
学
年
向
け
・
三
十
一
日
㈰　

小

学
四
年
生
以
上　

各
午
後
一
時
～
同
二
時
半　

参
加
費　

二
百
円　

定
員
三
十
名
／
日　
　

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱
白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
大
人
の
た
め
の
書
道
「
写
経
＆
美
文
字
」・
八
日

㈮　

午
後
一
時
半
～
同
三
時
半　

講
師　

さ
つ
き
書

道
会　

定
員　

各
八
名
（
要
予
約
）　

参
加
費　

写

経　

二
千
五
百
円
／
回　

美
文
字　

三
千
円
／
回

赤
く
灼
け
静
々
昇
る
夏
の
月	

吉
田
ひ
ろ
し

着
古
せ
ど
今
も
愛
着
更
衣	

片
岡　

光
子

夏
の
空
火
星
大
き
く
燃
え
に
け
り	

谷
川
と
志
江

祈
り
か
ら
始
ま
る
平
和
七
変
化	

関　
　

里
美

新
茶
と
は
香
り
で
飲
ん
で
味
浅
し	

杉
江　

民
子

蛍
袋
老
い
楽
の
夢
育
て
い
る	

加
藤　

久
子

サ
ン
グ
ラ
ス
街
の
景
色
の
変
わ
り
け
り	

斉
藤　

浩
美

白
あ
じ
さ
い
風
に
耐
え
て
る
細
い
茎	

塚
本　

千
鶴

娘
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
夏
帽
子	

岩
田
つ
ま
子

何
一
つ
片
付
か
ぬ
ま
ゝ
花
は
葉
に	

杉
山　

和
美

朝
露
に
色
鮮
や
か
な
額
の
花	

平
野　

紀
江

老
鶯
に
生
き
る
力
を
も
ら
い
け
り	

磯
村
美
耶
子

一
村
が
光
あ
ふ
れ
て
植
田
成
る	

村
井
み
さ
を

絵
に
か
い
た
餅
の
公
約
夏
選
挙	

中
尾　

節
也

琵
琶
の
実
や
恙
な
き
日
に
夕
日
映
え	

久
田　

笙
子

夏
め
く
や
散
髪
あ
と
の
そ
よ
ぐ
風	

竹
内
三
千
彦

蜥
蜴
出
て
遊
ぶ
子
供
の
声
ふ
る
へ	

谷
川　

利
子

額
の
花
親
子
散
歩
に
笑
み
迎
う	

大
高　

一
男

ど
く
だ
み
を
干
し
て
安
堵
の
日
が
暮
る
る	

村
井　

範
子

緋
目
高
の
生
れ
し
小
鉢
観
る
日
課	

荒
川　

達
雄

春
も
ゆ
く
齢
か
さ
ね
て
無
に
な
れ
ず	

都
築　

信
子

在
り
し
日
の
母
の
遊
び
場
草
茂
る	

竹
内　

艶
子

純
白
の
紫
陽
花
庭
の
月
明
か
り	

服
部　

窯
平

復
興
を
遅
ら
す
余
震
梅
雨
に
入
る	

田
上　

義
則

休
耕
田
一
面
ゆ
れ
る
茅
花
か
な	

山
中　

博
子

下
駄
の
歯
に
石
つ
ま
り
い
る
半
夏
生	

桑
山　

撫
子

山
峡
の
植
田
に
逆
さ
杉
木
立	

林　
　

京
子

天
空
の
花
回
廊
や
風
薫
る	

冨
田　

悦
子

幾
重
に
も
山
連
り
て
夏
の
霧	

江
端　

久
恵

ア
マ
リ
リ
ス
背
中
合
せ
に
咲
き
揃
う	

浦
崎
ひ
と
み

広
島
で
オ
バ
マ
氏
語
る
夏
の
空	

中
山　

洋
子

一
面
に
植
田
と
な
り
て
風
な
び
く	

杉
江　

タ
エ

三
河
路
を
水
田
と
二
分
麦
の
秋	

藤
井　

文
月

無
情
に
も
被
災
火
の
国
梅
雨
に
入
る	

清
水
ド
ラ
吉

心
な
し
梅つ

雨ゆ

降
り
や
ま
ず
展
示
会	

柴
山　

庄
山

も
は
や
夏
太
陽
た
ち
て
腕
ま
く
り	

中
村　

洋
子

美の回廊
水 野  伊 津 子 　「スケッチ旅行こぼれ話・交通編」
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私たちの旅は、ツアーでは訪れない田舎の村がほとんどです。
世界遺産を持ち、世界中の人が訪れるような観光地は、ごった返していて絵を描くのにとても苦労
するのです。
また大都市は、治安にも不安が多いので、のんびり絵を描くのにも気を使います。
スペインのバルセロナで、スペインの画家とワークショップ合宿をしたことがありました。
地下鉄の移動、「この地下鉄は気を付けて！鞄を体の前にしてしっかりホールドしてください。」
と言われたのもつかの間、日本のようなラッシュが来たかと思ったらウエストベルトのバッグの留
め金がパチンと外されて物色されたことがありました。
ギリシャのアクロポリスでは、老婆がエプロンを広げ絵葉書を売りに来るとその下で、孫みたいな
小さな子供が客のバッグを手探りして盗むというのもありました。
のんびりした日本の観光客は絶好の餌食になるわけです。
長いこと旅をしてきた経験上、そういったところは避けるに越したことはないわけです。
飛行機で空港に着くと、すぐにレンタカーを借りだしてなるべく早く大都市から脱出します。
レンタカーは日本で予約してフルカバーの保険を掛けます。
高級車ではなく、5ドアのハッチバック、日本で言えばカローラのバンみたいな車にします。
目立たないのが一番です。
カーナビは日本から持っていきます。ガーミンのカーナビなら現地の場所を日本語でナビゲートし
てくれます。
またインターネットの普及でさらに便利になりました。
SIMフリーのタブレットや携帯をもって、ヨーロッパで使えるSIMカードを入れれば、現地でグーグ
ルマップが使えます。
お金に余裕があれば携帯電話会社のネットし放題プランに入ればいいんですが期間が長いと高
いものにつきかねません。
今回はカーナビとインターネットの二刀流でいきます。
レンタカーでも、荷物を満タンにしたままであちこち寄らないようにします。
荷物を積んでいるときはガススタンドでトイレに寄る時も一人が車の番をしています。
安全運転で目的地の貸別荘につくと本当にほっとします。
レンタカーでの旅は行きたいところに行ける一方で自分たちの身は自分たちで守らなければなり
ません。
イタリアでは、道路がとても狭いのと南の地方へ行けば行くほど運転が荒っぽくみんなが危険！危
険！といって止めるので公共交通機関で移動する旅をしました。
ナポリ駅からホテルまでタクシーに乗ったら、まずメーターを倒しません。
メーターを倒して！というと「壊れてる」といいます。
5分の距離のはずなのに、市内をぐるぐる回り出すので、若い運転手に「違うじゃない！」というと

「迷った」といいます。
着いたところで30ユーロってふっかけてくるので、頭にきて「あなたは、この辺りをぐるぐる回った
だけじゃない！あなたは間違ってる私は10ユーロしか払わないよ」
とえらい剣幕でまくしたてると、オーケーわかったよ15ユーロにしてくれというので、しょうがない
15ユーロ払いました。
とにかく、ふっかけて多く取れたらラッキーなんていう気質ですから、甘く見られたらいけません。
電車は遅れ放題、20分遅れはざらです。車内アナウンスはなし。
特急電車の一等に乗っても、荷物を気にして、アナウンスがないので緊張しながら、乗っていきます。
船にのってプロチーダ島にわたるとき　次にどこの島につくのかっていうアナウンスがない。
降り損ねたら大変ですから、たいていは親切そうな客を見つけて、次はどこ？って聞いてまわります。
ほとんどの人は親切で、助けてくれるのもまた海外です。
道に迷ったら、車で先に走って案内してくれた地元
のおじさんや車の窓につける日よけがからんで窓
が閉まらなくなった時にはガススタンドの店主が無
理やり引き上げて取り出してくれたり女性が大きな
荷物をもって電車に乗るときには必ず、運んでくれ
るものです。
マイナス面ばかり見て、殻に閉じこもるより、いい面
を見て、経験値を積む方が人生は楽しい。
小さな旅でも新しい発見があるものです。
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月（4才）　武豊町北中根

ぼくのわたしの新聞で
「考える力」、「集中力」を
身につける！ 親子で読んで

楽しんで学べます！

463円
（税込）毎

週土曜日のお楽しみ！

ぼくもわたしも新聞デビュー

月
額

バラエティー スタディーバラエティー スタディー

ニュース ファミリーニュース ファミリー

歴史マンガ歴史マンガ

ずかんずかん チャレンジチャレンジ

一緒に
学ぼう♪

思い出新聞思い出新聞思い出新聞思い出新聞
600円1面と社会面

（2枚セット・送料・税込）

通常価格
800円

400円1面または社会面
（どちらか1枚・送料・税込）

通常価格
600円

大切な思い出がふくらむ新聞、贈ってみませんか？ 明治39年11月6日
以降のご希望日が選べます

※紙面データがない場合「新愛知」でのお届けとなります
※休刊日の場合は夕刊または翌日朝刊となります

お誕生日、ご結婚、成人式、父の日、母の日、
敬老の日などのお祝い、記念品にどうぞ

ご自宅まで
お届け

いたします！

中日新聞販売店でのお申し込みがお得！！

「中日春秋」の書き写しは
学力アップ・人間力アップの第一歩です。

…すべての教材の学力アップの土台に！

…問題を正確に把握する力・解答の解説を
　適切によみ込む力
…読解力・語彙力・集中力・注意力アップ

…「中日春秋」書き写し
　よむだけでも◯！書き写せば◎！

「中日春秋」で学力アップ！？
人間力もアップ！？
総合的学力

応用的学力

基礎的学力

日常的習慣

中日春秋書き写しに
チャレンジしよう！

人間力
アップ！！

100円（税別）
1冊（1ヶ月分）

中日春秋書き写し
専用ノート

 72-0356武豊店 35-2861常滑店各種お問合せは
あかい新聞店まで

愛 知 県 常 滑 警 察 署
常 滑 市 防 犯 協 会 連 合 会 ・ 常 滑 工 場 事 業 所 防 犯 協 会


